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海
外
日
誌
（
三
＋
二
）

二
二
省
在
外
研
究
員
山
本

一

清

大
正
十
四
年
曙
月
二
十
＝
日
（
木
）

　
午
前
中
に
、
電
車
で
テ
ヴ
ー
レ
川
の
向
ひ
岸
に
行
き
、
有
名
な
サ
ン
タ
ン
セ
ロ

の
古
城
三
々
、
聖
ペ
テ
ロ
大
寺
院
議
々
見
物
し
表
Q
　
「
ロ
マ
ぱ
一
日
に
し
て
出
來

力
も
の
で
な
い
し
ピ
い
ふ
感
じ
が
到
る
所
で
強
い
。

　
午
後
、
聖
ペ
テ
ロ
寺
の
裏
通
り
に
、
ア
。
エ
マ
ヌ
ェ
リ
教
授
存
亡
ね
、
導
か
れ
て

プ
チ
カ
ン
天
文
豪
な
見
六
。
城
柵
存
其
の
ま
」
節
用
し
六
此
の
天
趣
壷
ぱ
、
構
へ

に
於
い
て
大
に
興
味
が
あ
っ
糞
。
器
械
に
十
五
吋
や
十
三
曲
玉
の
望
蓮
鏡
が
あ
る

が
今
日
に
畔
間
も
な
い
の
で
此
等
ば
見
な
か
つ
六
Q
夕
暮
、
天
野
壷
の
磨
接
室
で

暫
く
待
つ
内
に
、
蔓
長
バ
ー
ゲ
ン
師
が
出
て
來
ら
れ
、
小
一
時
間
も
種
々
の
話
し

た
し
六
〇
主
了
し
て
暗
星
雲
や
攣
光
星
に
關
す
る
こ
書
で
、
時
々
ぽ
古
A
，
東
酉
の

天
文
家
六
ち
の
逸
話
な
ご
、
大
攣
に
愉
快
で
あ
っ
六
Q

此
の
日
、
宿
に
節
る
途
中
、
エ
マ
ヌ
ェ
リ
氏
に
案
内
さ
れ
て
、
パ
レ
ル
モ
街
に
ソ

ェ
ッ
ー
り
教
授
を
訪
ふ
糞
。
教
授
ば
テ
ラ
モ
市
に
あ
る
私
立
天
一
峯
の
長
で
あ
り

又
、
イ
タ
リ
ー
天
交
學
會
の
長
で
あ
ろ
Q
　
「
私
に
日
本
語
奄
學
ぴ
カ
い
ミ
望
ん
で

ゐ
ま
す
」
§
言
っ
て
ゐ
ら
れ
六
。

繭
月
二
十
三
日
（
金
）

　
朝
、
邦
ン
コ
リ
の
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
寺
で
．
．
有
名
な
ミ
ケ
ラ
ン
セ
ロ
の
モ
ー
ゼ

の
像
な
見
糞
後
、
カ
ピ
ト
ル
丘
上
の
貴
族
院
櫻
上
に
大
學
天
文
豪
存
訪
れ
六
〇
豪

長
ア
〃
メ
リ
ニ
氏
ぱ
不
在
で
會
へ
な
か
つ
表
が
，
一
教
授
の
案
内
で
、
諸
設
備
た

見
れ
O
天
文
器
械
ピ
し
て
匡
案
外
貧
溺
で
、
五
吋
の
赤
這
儀
の
外
に
、
四
吋
ぐ
ら

み
の
天
頂
儀
（
？
）
ご
三
吋
の
バ
ム
ベ
ル
ビ
子
午
儀
が
あ
っ
六
ば
か
り
。
尤
も
、
天

丈
以
外
に
、
氣
象
の
観
測
た
可
な
り
や
っ
て
み
ろ
Q
先
頃
、
ロ
マ
學
院
の
天
文
．
養

が
此
の
大
字
天
文
皇
に
合
併
ぜ
ら
れ
☆
ビ
碧
い
六
け
れ
ご
、
そ
れ
ば
今
ほ
軍
に
名

義
上
の
み
の
攣
更
ビ
思
ほ
れ
る
。

　
午
後
、
ゾ
チ
カ
ン
宮
殿
内
の
多
く
の
美
術
品
な
見
る
つ
も
り
で
、
行
っ
て
見
力

が
、
劔
た
持
つ
力
番
曾
に
、
毎
日
二
蒔
限
リ
閉
鐙
さ
れ
る
の
だ
定
淀
意
さ
れ
て
、

へ
　
も
　
ヘ
　
へ

が
っ
か
り
。
止
む
な
く
引
き
返
し
、
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
の
廣
場
か
ら
馬
車
た
霰
り

テ
ヴ
ー
ソ
河
貯
、
ポ
・
・
廣
、
場
、
ボ
ル
ゲ
ー
セ
公
園
あ
カ
リ
が
ト
ラ
イ
ヴ
し
穴
。

　
午
後
十
時
、
ナ
ポ
リ
行
き
の
列
軍
に
の
ろ
。

一
月
二
十
四
日
（
土
）

　
朝
五
吋
宇
ナ
ポ
リ
着
、
電
車
で
プ
レ
ビ
シ
ト
廣
場
あ
実
り
ま
で
行
き
、
そ
れ
か

ら
歩
い
て
パ
ル
テ
ノ
ペ
街
の
ホ
テ
ル
。
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
に
入
ろ
。

　
朝
、
日
用
の
☆
め
じ
グ
ツ
〃
「
耽
及
び
キ
ユ
ナ
ー
ド
玉
縁
に
μ
∬
斗
㍉
後
、
ロ
マ
街

の
美
術
館
で
数
時
間
を
費
し
カ
Q
一
階
の
彫
刻
に
も
．
二
階
三
階
の
維
書
や
ポ
ン
ペ

イ
髄
疫
堀
物
に
も
可
な
り
而
隅
白
い
も
の
が
あ
っ
輝
け
れ
↑
ご
、
舘
矧
内
の
糾
も
振
り
が
如

何
に
…
乞
食
的
に
出
來
て
る
て
、
不
快
で
あ
っ
糞
。

午
後
ぱ
、
三
時
頃
、
電
車
で
ダ
ン
テ
廣
場
か
ら
カ
ポ
ヂ
・
モ
ン
テ
に
登
り
、
王

立
天
丈
塵
た
訪
ね
替
り
始
め
、
蜜
長
不
在
で
一
助
敏
授
の
案
内
潜
受
け
、
氣
象
部

や
地
磁
氣
部
極
目
に
、
天
文
都
ぜ
し
て
四
吋
ラ
イ
ヘ
ン
バ
バ
子
午
環
、
六
吋
レ
プ

ソ
レ
ド
子
午
環
、
六
吋
英
式
赤
道
儀
及
び
六
為
業
式
赤
道
儀
な
見
力
Q
恰
も
此

の
日
ほ
常
地
で
午
後
四
時
二
＋
二
分
牛
か
ら
日
食
が
見
え
，
豪
員
諸
き
・
共
に
之

か
襯
眠
し
乳
。
空
に
雲
ば
あ
っ
た
け
れ
ご
、
第
…
鰯
の
襯
測
ば
立
派
に
出
來
六
。

1
一
食
後
、
茎
長
ベ
ン
ポ
ラ
ー
ド
春
着
に
會
ひ
、
蜀
逸
語
で
種
々
の
活
し
。
峯
長

ば
墓
門
ニ
ア
天
丈
築
か
ら
迭
ら
れ
六
多
く
の
天
骸
尊
爵
叛
測
定
か
説
明
ぜ
ら
れ
カ
。

叉
肇
長
の
言
に
よ
れ
ば
天
丈
豪
屋
上
の
三
吋
Ψ
湿
遠
鏡
ば
出
丸
ガ
ス
パ
リ
ス
が
十
佃
の

小
遊
星
を
爽
見
し
表
器
械
で
あ
ろ
ビ
い
ふ
。

　
夕
方
、
宿
へ
案
．
内
者
ア
ン
ト
ニ
ナ
・
プ
ロ
ン
ゾ
氏
が
「
來
適
し
て
、
い
ろ
／
＼
愉

快
な
話
潜
せ
ら
れ
カ
。

隔
月
二
十
五
日
（
日
）

　
朝
十
時
、
チ
ル
〃
ム
。
ヴ
ス
i
邦
ナ
電
氣
鐵
道
に
の
り
、
ヴ
ス
ー
ギ
オ
の
山
や

附
近
の
赫
凶
つ
六
旦
暴
色
た
見
て
み
ろ
中
に
．
、
↓
5
一
時
過
ボ
ム
ペ
イ
・
の
ノ
1
ラ
駝
に
済

す
ぐ
東
の
ノ
ラ
門
か
ら
有
名
な
此
の
古
代
市
街
跡
に
入
つ
六
Q
ノ
！
ラ
街
た
未
だ

進
ま
な
い
内
に
、
左
鮒
に
六
人
の
骸
骨
が
．
折
り
重
な
つ
カ
ま
㌧
の
露
玉
見
て
、
ま
つ

度
解
な
ぬ
か
れ
カ
。
フ
ナ
ル
ム
の
ジ
ュ
ピ
タ
ー
林
殿
為
見
れ
後
、
一
先
つ
西
の
マ

M
ン
門
外
の
ホ
テ
ル
・
ス
ヰ
．
ス
で
書
留
な
カ
ベ
、
少
憩
後
再
び
馬
市
Q
展
萱
室
で

二
九
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に
人
燈
の
見
事
な
化
石
に
驚
き
、
そ
れ
．
か
ら
ば
裁
判
所
や
、
ア
ポ
ロ
憩
殿
、
集
議

所
、
大
小
の
劇
揚
、
浴
揚
、
其
の
他
多
く
の
宏
肚
な
佳
宅
な
ご
、
叉
其
の
中
に
残

る
多
く
の
美
術
的
三
星
奄
見
糞
。
街
路
も
室
々
も
案
外
小
さ
い
こ
定
、
し
か
し
街

路
に
歩
道
ビ
一
道
亡
の
立
派
な
涯
別
、
店
輔
の
構
へ
、
邸
園
の
配
置
輩
、
、
深
い

興
味
た
そ
㌔
ろ
も
の
が
あ
っ
大
。
確
か
に
岐
れ
に
二
酉
濁
歩
の
見
も
の
で
あ
ろ
。

午
後
四
時
、
マ
リ
ン
門
外
の
停
車
揚
か
ら
國
有
事
氣
鐵
蓮
に
の
り
ナ
ポ
翼
に
昂

る
。闇
月
二
十
六
日
（
月
）

　
今
日
鹿
島
丸
に
乗
船
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
れ
が
、
瀦
が
遅
れ
乖
、
め
、
午
前
中

に
買
ひ
物
い
る
く
、
午
後
ほ
馬
車
で
海
岸
々
ポ
シ
リ
ボ
の
岬
ま
で
｝
ラ
イ
ヴ
な

．
ε
し
表
。

闘
月
二
十
七
日
（
火
）

　
い
よ
一
今
朝
鹿
島
丸
が
入
港
し
栄
の
で
、
同
じ
ホ
テ
ツ
に
泊
っ
て
ゐ
象
日
本

人
六
人
、
バ
ス
に
迭
ら
れ
て
出
で
、
新
イ
ム
マ
コ
ラ
テ
ラ
の
岸
壁
か
ら
乗
船
し
六

吾
々
雨
人
1
1
二
尊
の
第
＋
六
室
。
・
～
午
後
O
時
五
＋
分
出
帆
。
カ
プ
リ
海
峡
為

通
過
し
て
引
す
。

　
夕
食
ほ
日
本
食
で
、
意
外
の
大
喜
び
。

　
夜
十
時
右
舷
に
ス
ト
ロ
ン
ボ
ー
リ
火
山
の
火
の
柱
奄
見
ろ
Q

　
新
聞
報
に
よ
れ
ば
、
去
る
二
十
四
日
の
日
食
怯
、
ロ
ン
ド
ン
も
パ
リ
も
姻
霧
で

傷
え
す
、
来
國
も
中
部
集
中
西
部
に
麟
目
、
東
海
岸
だ
け
に
見
事
な
天
氣
で
、
立

派
に
観
測
が
患
來
表
由
〇

一
月
二
十
八
巳
（
水
）

天
氣
ば
好
く
、
氣
温
ば
暖
か
い
。
船
ば
全
く
ω
れ
す
。
（
メ
ツ
シ
ナ
海
峡
艮
今

曉
早
く
通
過
し
六
〇
）

　
夜
十
時
、
早
く
も
、
南
天
の
水
中
線
に
カ
ノ
プ
ス
星
か
見
ろ
。

　
正
午
の
船
の
位
置
、
北
緯
三
十
七
度
四
分
、
東
経
導
入
度
六
分
。
李
均
遮
度
十

四
渥
。
お
く
れ
て
み
る
の
で
船
足
が
遽
め
ら
れ
．
て
る
る
。

融
月
二
十
九
留
（
木
）

　
終
日
ク
レ
タ
島
存
左
舷
に
見
、
か
つ
て
護
ん
だ
此
の
島
の
考
古
學
的
研
究
た
思

び
出
し
て
、
網
代
の
先
躯
交
化
の
こ
ミ
な
ご
考
へ
ろ
Q
又
、
醗
っ
て
，
聖
ボ
ー
ロ

三
Q

の
第
四
航
海
の
難
事
な
ご
思
ふ
。

　
正
午
の
位
置
、
北
緯
三
十
四
度
五
十
六
分
、
東
維
二
十
四
度
二
十
八
分
Q

駒
月
三
十
B
（
金
）

　
毎
朝
、
船
中
に
あ
る
英
國
宣
敏
師
六
ち
が
聖
書
の
集
り
た
す
る
の
で
、
自
分
等

も
今
日
か
ら
加
入
す
る
こ
亡
、
す
る
。
今
日
に
使
徒
行
傳
第
八
章
、

　
午
後
入
時
鋼
ー
ト
・
サ
イ
ド
に
入
港
Q
其
の
少
し
前
か
ら
陸
上
に
突
嚢
し
大
火

票
で
乗
船
者
糞
ち
ば
可
な
り
騒
い
だ
。
入
港
す
る
ε
、
直
ぐ
、
多
く
の
物
回
り
が

船
に
上
っ
て
來
て
、
甲
板
ほ
忽
ち
夜
店
定
化
し
、
深
更
ま
で
賑
ほ
し
か
つ
☆
Q
船

ば
此
所
で
眉
炭
を
つ
み
込
み
、
夜
牛
過
ぎ
出
帆
、
ス
ェ
輪
尺
河
に
入
ろ
。

臼
分
あ
て
の
郵
便
物
（
主
ミ
し
て
新
聞
や
雑
誌
）
た
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
の
日
本
領
事

舘
　
よ
り
受
取
る
。

　
里
一
崎
氏
が
聖
地
旗
行
か
終
ヘ
イ
・
、
二
、
か
ら
本
船
に
・
乗
d
ノ
込
む
O

　
正
午
、
北
緯
一
二
十
二
度
十
七
分
、
東
経
三
十
度
三
十
月
頃
分
Q

一
月
三
十
照
日
（
土
）

　
朝
起
き
て
、
始
め
て
ス
エ
ズ
蓮
河
な
ろ
も
の
為
見
ゐ
。
1
爾
岸
ぱ
一
面
の
砂

漠
、
賂
駝
乗
り
が
時
々
見
え
染
り
す
る
不
思
議
な
土
地
な
貫
い
て
、
左
程
大
き
く

も
な
い
川
ぐ
ら
み
の
蓮
河
な
、
船
に
静
か
に
進
む
。
時
々
、
船
上
船
定
が
行
吾
、
蓮

ひ
、
索
め
に
停
船
し
て
待
ち
合
ぱ
す
ご
ミ
「
も
あ
み
Q
i
正
午
イ
ス
マ
イ
リ
ア
の

町
な
右
に
見
、
テ
ム
サ
湖
な
通
過
Q
か
う
し
て
今
日
ば
終
日
運
河
の
申
で
あ
る
ρ

午
後
に
に
大
小
の
ビ
タ
ー
湖
た
通
過
し
雲
。

　
午
後
八
時
ス
エ
ズ
港
に
入
り
、
蓮
河
の
萎
め
に
附
し
取
舵
た
船
か
ら
取
り
外
す

二
亡
な
ご
が
あ
っ
仏
ト
後
、
九
時
躍
帆
。
紅
海
に
入
ろ
〇

二
月
一
日
（
日
）

　
午
前
中
、
左
舷
に
突
骨
索
る
シ
ナ
イ
山
亡
其
れ
に
連
な
る
山
々
が
見
え
ろ
。
波

に
高
い
け
れ
ご
、
二
手
の
風
で
、
船
ほ
⑯
れ
な
い
。

　
日
曜
な
の
で
、
九
時
牛
か
ら
、
少
し
念
の
入
っ
た
聖
書
の
會
が
．
あ
っ
六
。
（
本

船
に
ば
、
二
等
だ
け
で
も
十
山
ハ
人
の
宗
敏
家
が
乗
っ
て
み
る
ぐ
、
に
珍
ら
し
い
。
）

　
船
が
盆
々
南
下
し
て
、
今
夕
匡
六
時
に
ア
カ
ー
ナ
ー
（
エ
リ
ダ
ン
星
座
の
ア
星
）

た
南
の
水
亭
線
上
に
三
聖
。

　
正
午
、
北
緯
二
十
七
度
九
分
、
東
経
三
十
四
度
二
十
一
分
Q
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二
月
■
一
日
目
月
）

　
朝
四
時
、
起
音
て
B
甲
板
の
右
舷
に
曾
て
見
ろ
ご
、
有
名
な
南
十
字
星
座
亡
セ
ン

タ
ゥ
ル
座
の
ア
、
べ
爾
…
星
が
南
に
低
く
輝
や
い
て
る
ろ
Q
雌
緯
の
手
々
な
、
自
分

ば
今
始
め
て
見
ろ
の
だ
Q
一
太
陽
系
に
最
も
近
い
マ
」
い
ふ
セ
ン
タ
ウ
ル
の
ア
星

が
可
な
り
目
に
つ
く
大
き
な
星
な
の
に
篶
く
。
叉
、
南
十
字
ぱ
五
つ
六
つ
の
星
々

　
や
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
へ

の
中
に
す
い
ぶ
ん
光
輝
の
蓮
ひ
が
あ
り
、
十
字
の
形
そ
れ
自
身
も
不
整
虐
言
へ
ば

不
整
で
あ
ろ
が
、
そ
れ
が
却
っ
て
、
或
る
藝
術
的
な
趣
毫
の
あ
る
よ
う
に
思
匡
れ

て
距
白
い
。
崇
高
な
感
じ
々
與
へ
る
屋
座
で
あ
ろ
。
一
よ
び
起
し
て
、
英
子
に

も
児
ぜ
象
Q

　
朝
か
ら
夕
ま
で
の
問
に
も
、
め
き
く
一
生
さ
が
回
す
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
船

員
六
ち
に
皆
今
日
か
ら
夏
服
た
着
ろ
。

　
朝
十
時
か
ら
、
船
員
一
同
は
罪
常
暗
の
端
艇
繰
練
（
遷
れ
に
に
船
客
も
浮
袋
潜

身
に
つ
け
て
蓼
．
加
し
恥
）
亡
、
滑
火
演
習
た
し
糞
。

正
午
、
北
緯
二
十
二
度
一
二
十
山
ハ
分
、
東
経
一
二
十
七
度
二
十
二
分
O

二
月
冒
一
且
（
火
）

今
日
か
ら
夢
・
隠
亡
に
水
泳
が
許
さ
れ
ろ
。
し
か
し
充
分
に
暑
く
な
い
六
め
、

泳
く
客
六
ち
匡
禾
だ
少
な
い
。

　
午
後
か
ら
デ
ッ
キ
・
ゴ
ル
フ
な
や
り
始
め
ろ
。

　
正
午
、
北
緯
十
七
度
五
十
七
分
、
東
継
四
十
度
十
四
分
。

一一

試
l
日
（
水
）

　
空
に
晴
れ
で
あ
ろ
が
、
風
に
向
ひ
風
に
鍵
っ
て
波
も
可
な
り
高
い
。
し
か
し
揺

れ
な
い
Q
－
午
前
中
よ
り
船
の
左
右
に
小
島
が
多
く
現
ば
れ
カ
Q
夕
方
、
バ
プ
．

エ
ツ
・
マ
ン
デ
プ
海
峡
涌
7
週

　
午
後
七
時
牛
か
ら
、
サ
ル
ー
ン
で
、
ミ
ス
・
ラ
イ
ス
の
聖
地
族
行
講
話
が
あ
っ

て
、
二
十
人
ほ
．
巴
集
ま
つ
六
。
一
そ
の
後
、
自
分
に
或
ろ
英
人
六
ち
ビ
甲
板
に

出
て
星
た
見
ろ
。
北
極
星
の
低
い
、
、
ご
U

正
午
、
北
緯
十
三
度
三
十
三
分
、
東
経
四
十
三
度
0
分
。

一一

詞
ﾜ
日
ρ
木
）

　
三
都
ま
り
、
波
お
だ
や
か
。
南
†
字
星
座
が
見
え
ろ
マ
」
い
ふ
こ
芝
が
漸
次
船
止
各

署
ち
の
中
に
知
れ
わ
六
つ
r
。
「
今
朝
四
時
牛
に
起
き
ま
し
カ
」
§
冨
っ
て
一
人
の

英
人
が
其
の
星
座
附
近
の
ス
ヶ
ツ
チ
た
持
っ
て
來
る
。
黒
崎
兵
は
亦
、
南
十
字
の

左
上
に
彗
星
見
勢
い
な
も
の
が
見
え
る
ぐ
」
言
っ
て
來
ら
れ
糞
が
、
検
べ
て
見
れ
ば

奨
れ
は
セ
ン
タ
ゥ
ル
に
座
の
ナ
メ
が
乱
足
で
あ
っ
ナ
通

　
夜
八
時
か
ら
、
二
等
サ
ル
ー
ン
で
黒
崎
氏
の
聖
地
籏
行
談
が
あ
っ
衷
り

　
正
午
、
北
緯
十
二
度
十
六
分
、
東
経
四
十
七
度
三
十
入
分
Q

二
月
六
日
〔
金
）

　
朝
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
束
端
グ
ア
ダ
ッ
フ
イ
岬
を
宥
に
、
又
、
正
午
、
プ
ラ
ザ
ー

ス
島
た
左
に
望
み
、
午
後
、
ソ
コ
ト
ラ
島
か
蓬
か
に
見
旗
。

　
船
の
事
務
室
か
ら
、
日
本
人
船
客
名
鯨
が
配
布
さ
れ
れ
Q
縫
計
四
十
四
名
。
l

l
夜
、
月
光
々
浴
び
な
が
ら
、
船
客
の
有
志
糞
ち
が
C
甲
板
で
ダ
ン
ス
為
始
め
ろ

之
れ
に
無
聯
の
時
の
窪
い
慰
み
で
あ
る
。

　
夕
方
、
雲
の
割
れ
目
か
ら
日
静
々
見
て
、
始
め
て
緑
閃
光
（
グ
リ
ー
ン
・
フ
ラ
ン
）

亡
い
ふ
現
象
た
認
め
六
l
l
火
星
も
可
な
り
高
い
O

正
午
、
北
緯
十
二
度
二
分
、
東
経
五
十
二
度
四
十
六
分
〇

二
月
七
日
（
土
）

朝
四
時
に
起
き
て
、
南
＋
宇
架
や
セ
ン
タ
ウ
ル
繭
星
座
の
外
に
、
乙
女
や
ス
コ

ツ
ピ
ナ
の
お
馴
染
の
形
、
そ
れ
か
ら
土
星
や
木
星
も
見
れ
。

　
人
々
の
希
望
に
よ
り
、
今
日
自
分
に
天
丈
講
話
を
す
る
こ
ビ
に
な
り
、
朝
の

う
ち
、
事
務
室
で
、
ま
つ
宵
の
空
定
曉
の
空
亡
に
見
・
礼
る
主
な
星
置
の
圖
か
作
る

寒
天
版
の
原
稿
な
盤
い
糞
。
一
講
話
に
午
後
四
三
か
ら
ご
等
の
サ
ツ
ー
ン
で
開

き
，
山
ご
し
て
現
に
見
え
る
星
座
の
話
し
、
そ
れ
に
、
質
問
に
殉
じ
て
、
二
三
の
特

種
な
問
題
か
説
明
し
れ
Q
集
う
も
の
三
十
．
人
ほ
こ
。
中
に
船
の
オ
フ
ィ
サ
ー
索
ち

も
屠
索
。
日
が
暮
れ
て
、
甲
叡
の
上
ぱ
俄
か
に
素
人
天
文
家
が
碧
し
、
皆
、
圖
た

手
に
し
て
、
夜
更
け
ろ
ま
で
空
た
見
て
み
ろ
。

　
正
午
、
北
緯
十
一
度
十
七
分
、
東
経
玉
十
入
度
十
四
分
。

二
月
八
日
（
日
）

　
朝
九
時
牛
、
二
等
の
サ
ッ
ー
ン
で
無
数
側
の
澄
拝
式
が
あ
っ
た
。
一
等
や
三
等

の
方
か
ら
も
來
會
者
が
多
く
、
総
計
五
十
人
ば
か
り
。
リ
ゾ
ー
シ
ヂ
氏
が
親
教
し

れ
Q
　
日
波
の
時
、
二
三
人
の
友
ビ
晴
れ
雲
水
亭
線
上
に
見
事
な
線
閃
光
の
現
象
々
見

言
ご
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カ
Q
月
が
明
る
い
嚢
め
、
夜
の
星
ば
好
く
な
い
。

　
正
午
、
北
緯
十
度
二
十
三
分
、
東
経
山
ハ
山
－
三
曲
及
二
十
九
分
〇

二
月
九
日
（
月
）

　
月
蝕
な
見
る
カ
め
、
雨
人
亡
も
、
早
朝
、
午
衝
○
時
牛
に
床
か
ら
起
き
出
れ
。

ほ
か
の
船
客
蛮
ち
牒
一
時
牛
頃
か
ら
漸
次
甲
板
上
に
出
て
、
月
為
仰
い
だ
。
月
ほ
操

定
の
如
く
、
0
暗
一
二
十
四
分
急
け
始
め
、
一
一
時
六
分
蝕
甚
マ
㌧
な
り
、
三
時
ゴ
．
　
十
九

分
に
復
圓
し
象
。
蝕
の
深
さ
に
七
分
三
尊
で
、
憎
け
れ
部
分
1
1
可
な
り
の
赤
銅
色

で
あ
っ
於
Q
i
蝕
の
終
る
頃
、
南
十
字
ご
セ
ン
タ
ウ
ル
の
爾
星
座
が
南
に
高
く

上
っ
て
來
六
の
で
皆
々
大
選
び
。

　
夜
九
蒔
孚
、
｝
等
甲
板
で
、
船
員
象
ち
の
假
装
行
列
が
催
さ
れ
大
。

　
正
午
、
北
緯
九
度
三
十
六
分
、
東
維
六
十
九
度
一
分
〇

二
月
十
日
（
火
）

　
朝
、
左
舷
に
ミ
ニ
コ
イ
島
が
見
え
六
こ
い
ふ
。
！
終
口
雲
が
あ
り
、
波
ぼ
離

か
で
、
暗
々
、
海
上
に
鰹
が
見
え
ろ
。
日
洩
後
、
空
が
晴
れ
て
、
見
事
な
黄
道
光

々
見
る
。

　
英
子
ほ
帽
子
な
作
り
始
め
る
。

　
正
午
、
北
緯
八
度
十
四
分
、
東
経
七
十
四
度
六
分
。

二
月
十
曜
日
（
水
）

　
朝
六
時
孚
、
招
か
れ
て
二
等
サ
ル
ー
ン
内
の
奮
教
禮
拝
式
に
列
し
糞
。
今
日
ほ

日
本
の
紀
元
節
な
の
で
、
戸
塚
司
祭
の
特
別
な
懸
り
が
あ
っ
た
。

　
午
後
三
畦
、
船
に
コ
・
ン
ボ
着
、
す
ぐ
族
券
の
検
査
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
各
．
自

上
陸
Q
自
分
等
ば
黒
崎
氏
等
ご
纏
計
六
人
、
　
一
豪
の
自
働
草
か
雇
ひ
、
市
の
内
外

を
見
物
し
て
ま
匡
つ
六
Q
き
六
な
く
も
あ
り
、
路
上
の
案
内
人
や
商
人
等
が
う
ろ

さ
く
て
、
可
な
り
い
や
な
印
象
な
受
け
た
。

　
今
夜
、
甲
板
客
と
し
て
シ
ン
が
ボ
ー
ア
行
き
の
印
度
人
が
、
．
人
ほ
こ
乗
り
込
む

　
正
午
、
北
緯
七
度
十
三
分
、
墨
継
七
十
九
度
十
六
分
Q

二
月
十
二
日
（
木
）

　
早
朝
一
時
牛
コ
ロ
ン
鋼
出
帆
。
ひ
ろ
の
間
ば
霊
舷
に
継
え
す
セ
イ
ロ
ン
島
の
山

山
が
見
え
る
Q

　
夜
八
時
か
ら
二
等
サ
ル
ー
ン
で
戸
塚
氏
の
「
甚
督
教
雑
話
」
が
あ
っ
索
〇
十
人
ば

三
二

か
り
集
っ
て
、
圭
に
蕉
教
の
歴
史
や
瑚
度
の
こ
ご
ル
、
聞
い
大
の
だ
が
、
北
ハ
鳴
し
か

ね
る
黙
が
多
か
つ
大
。

　
正
午
、
北
緯
五
度
五
十
…
分
、
東
経
八
十
一
度
入
分
。

二
月
十
三
日
ハ
金
）

　
晩
餐
後
、
甲
板
に
醗
て
、
甲
子
や
黒
崎
氏
建
仕
ハ
に
南
天
の
量
た
見
て
る
ろ
う
ち

カ
ノ
ず
メ
の
遙
か
嘔
に
大
ぐ
ぜ
ラ
ン
雲
潜
見
力
。
歴
れ
ば
小
マ
ゼ
ラ
ン
雲
豊
共
に

白
分
が
昨
年
ハ
ー
ブ
ー
ド
の
天
緊
緊
に
潜
在
中
特
別
に
研
究
し
☆
こ
と
が
あ
る
縁

で
、
見
若
に
「
暦
の
親
し
み
が
あ
ろ
。
形
ほ
ア
ソ
キ
パ
∵
バ
文
塵
の
爲
眞
に
よ
っ
て

御
馴
染
で
あ
る
が
、
何
ぐ
」
言
っ
て
も
肉
限
や
双
眼
鏡
で
匡
野
駈
区
ご
明
瞭
で
な
い

し
か
し
、
全
島
こ
し
て
光
り
の
明
ろ
い
こ
ピ
ば
全
く
想
外
で
あ
ろ
Q

　
正
午
、
北
緯
五
度
五
十
二
分
、
東
経
八
十
六
度
十
二
分
。

二
月
十
四
B
（
土
）

　
風
邪
な
ひ
い
れ
も
の
ら
し
く
、
英
子
任
朝
か
ら
三
十
八
度
六
七
分
ば
か
協
の
熱

が
出
て
、
終
日
就
床
。
1
そ
れ
で
二
人
ピ
も
朝
の
聖
書
の
會
に
ほ
出
な
い
。

　
夜
、
木
村
氏
の
原
始
佛
教
ビ
現
代
理
學
思
想
ビ
の
比
較
論
潜
よ
ん
で
可
な
り
興

昧
な
畳
え
糞
Q

　
正
午
、
北
緯
充
度
五
十
二
分
、
東
経
九
十
一
度
三
十
四
分
〇

二
月
十
五
日
（
日
）

　
三
九
聴
牛
か
ら
一
等
サ
ル
ー
ン
で
英
語
禮
葬
式
、
リ
ブ
シ
ヂ
氏
の
親
教
が
あ
っ

糞
。
各
國
の
人
々
な
綱
旧
し
敦
四
十
人
ば
か
り
の
集
り
で
あ
っ
た
が
、
偶
々
船
員

大
ち
が
此
の
畦
操
艇
及
清
防
演
習
な
や
つ
六
の
で
、
騒
々
し
か
つ
た
。

　
コ
ロ
ン
君
出
帆
以
雨
曇
り
㎎
エ
が
多
い
。
英
子
の
熱
ぽ
退
い
カ
が
、
今
日
に
爾
は

床
の
申
に
あ
っ
・
裳
Q

　
正
午
、
北
緯
五
度
一
四
十
・
二
分
、
市
巾
経
九
十
山
ハ
度
二
十
五
分
Q

二
月
十
六
日
（
月
）

　
船
感
マ
ラ
カ
海
峡
に
入
り
、
左
右
に
島
や
燈
峯
が
見
え
、
又
、
幾
つ
か
の
船
や

海
獣
な
ご
に
も
會
ふ
。
一
英
子
離
床
Q

　
夕
空
が
晴
れ
れ
の
で
丙
天
低
く
マ
セ
ラ
ン
小
雲
奉
さ
が
し
六
が
、
見
．
乳
な
い
。

や
に
弓
霜
の
糞
な
び
く
糞
め
ら
し
い
Q

　
正
午
、
北
緯
三
度
三
分
、
東
雲
一
百
度
四
十
四
分
。
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島
月
十
士
日
（
火
）

　
見
・
朝
シ
ン
ガ
ボ
ー
ア
軍
団
ン
ジ
ヨ
　
ン
●
。
ハ
ガ
ー
に
「
坐
胴
Q
　
晶
晶
の
ノ
小
！
｝
し
訓
剛
…
、
　
四
時
鵬
唄

に
遇
廉
し
、
甲
板
に
出
て
星
な
見
る
。
北
緯
ほ
ド
一
度
十
分
。
之
れ
が
今
度
の
航

海
中
に
於
け
ろ
最
低
緯
度
で
あ
り
、
從
っ
て
南
天
に
に
十
字
架
や
セ
ン
タ
ウ
ル
等

の
星
座
が
高
い
O
そ
れ
に
．
引
吾
・
か
へ
、
北
極
星
は
低
く
て
、
、
轟
小
寺
山
踏
上
の
舘
の
中

に
か
く
れ
て
み
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ア
に
着
い
て
見
れ
ば
、
隣
り
に
欧
洲
行
き
の
榛
名
丸
が
着
い
て
ゐ

ゐ
。
早
速
訪
問
し
て
、
東
京
大
學
の
緒
方
氏
亡
京
都
大
學
の
佐
々
木
氏
に
會
っ
歪

榛
名
匡
九
時
陽
帆
。

　
赤
道
直
下
に
流
石
に
寒
中
で
も
暑
さ
が
甚
だ
し
い
。

二
月
十
A
旧
（
水
）

　
覇
早
く
起
き
て
、
凍
し
い
内
に
上
陸
し
て
散
歩
し
て
見
六
が
、
暑
く
て
閉
口
O

・
市
街
の
繁
盛
地
ま
で
行
か
な
い
で
引
き
返
し
糞
O

　
コ
ロ
ン
ボ
か
ら
の
甲
板
客
に
昨
日
此
所
で
下
船
し
カ
が
、
今
口
ば
叉
支
那
人
が

三
十
人
ば
か
り
甲
板
に
乗
つ
お
Q
i
船
に
正
午
閏
帆
。

　
夕
食
後
、
森
川
s
黒
崎
諸
氏
亡
話
し
つ
」
南
西
の
星
置
准
見
る
。
　
マ
セ
ラ
ン
の

大
・
雲
が
願
ろ
鮮
や
か
で
あ
る
が
、
小
雲
の
方
に
何
こ
し
て
も
見
え
な
い
U

制幽

誌
¥
九
日
（
木
）

　
午
前
中
ば
全
く
鏡
の
や
う
に
亭
ら
か
な
海
面
で
、
飛
魚
な
ご
を
面
白
く
見
六
が

午
後
か
ら
風
が
出
、
波
が
高
ま
り
、
船
が
可
な
り
揺
れ
出
し
糞
の
で
、
皆
々
ケ
ビ

ン
中
に
引
込
む
O

　
正
午
、
北
緯
五
度
十
二
分
、
東
紳
辟
百
山
ハ
度
五
十
山
ハ
分
Q

二
月
二
十
・
日
（
全
出
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
、
船
の
揺
れ
が
牧
ま
ら
な
い
。
疎
に
吾
々
の
宏
め
に
に
ビ
チ
ン
グ
が
可
な
り
こ
六

へ
　
ヘ
へ
る
O
食
｛
堂
儲
μ
大
潮
れ
亀
O

　
正
午
、
北
緯
九
度
二
十
｝
分
、
東
経
百
九
度
五
十
ご
分
。

二
月
二
†
一
日
（
土
）

　
シ
ン
、
ガ
ボ
ー
ア
ま
で
、
珍
ら
し
い
挙
穏
さ
で
あ
っ
乳
の
に
引
き
か
へ
、
昨
今
の

ヘ
　
へ

し
け
．
ぼ
可
な
り
舶
定
人
定
な
苦
し
め
る
。
食
堂
へ
の
出
席
者
匡
僅
か
四
分
の
一
Q

　
属
島
†
、
北
緯
工
丁
一
二
度
二
乱
丁
五
分
、
東
経
百
月
十
「
度
四
十
山
ハ
分
Q

二
月
二
十
二
日
（
日
）

　
船
に
逆
ら
ふ
北
風
が
四
々
強
く
、
從
っ
て
揺
れ
．
も
引
す
。
午
前
中
に
あ
る
べ
き

筈
の
日
石
淵
拝
式
が
今
日
ば
行
様
れ
電
只
、
夕
老
後
、
僅
か
の
人
々
が
集
ま
っ

て
讃
美
歌
秘
歌
っ
六
ば
か
り
。
1
今
日
に
英
子
の
誕
生
日
で
あ
る
が
、
此
の
船

揺
れ
で
ば
大
悲
齪
。
床
の
中
で
古
い
日
誌
な
ご
讃
み
返
し
な
が
ら
滞
米
中
の
愉
快

な
口
だ
思
ひ
出
し
て
み
る
。

　
正
午
、
北
緯
十
七
度
四
十
入
分
、
東
維
百
十
三
度
二
十
上
分
。
昨
日
よ
り
鞘
の

進
む
ご
ぜ
僅
か
に
二
百
へ
十
重
Q

二
月
二
十
三
日
（
月
）

　
朝
十
蒔
香
港
着
、
空
に
曇
り
、
海
に
は
雨
が
あ
り
、
叉
、
風
が
急
に
寒
い
Q
シ

ン
ガ
ボ
ー
ア
の
酷
暑
の
後
、
今
に
急
に
刷
冬
の
氣
候
で
あ
ろ
Q

　
夕
方
、
船
の
つ
な
が
れ
て
る
る
下
龍
の
岸
邊
か
－
散
歩
。
「
東
洋
一
」
ビ
構
さ
れ
る

夜
景
の
雌
の
香
港
の
電
飾
の
美
し
さ
ロ

ニ
月
二
十
四
B
（
火
）

　
朝
九
聴
か
ら
爾
人
で
下
船
し
て
、
九
十
の
停
車
場
か
ら
報
時
所
あ
カ
リ
為
散
歩

し
、
，
そ
れ
か
ら
ギ
〃
ナ
リ
ア
市
に
渡
っ
て
賑
や
か
な
街
々
存
見
て
歩
い
れ
。

　
午
後
四
時
、
香
港
出
帆
。
港
外
に
萬
寅
見
る
ビ
、
や
ば
り
波
ぼ
高
い
。

二
月
二
十
五
鼠
（
水
）

　
揚
子
江
の
泥
水
の
影
響
だ
ご
か
で
、
今
日
匡
既
に
海
の
水
が
濁
っ
て
み
る
。
風

も
波
も
幾
分
か
減
じ
れ
。
時
々
、
左
舷
に
陸
が
見
え
る
。

　
今
H
か
ら
に
無
線
電
信
に
よ
る
日
本
か
ら
の
時
事
通
信
が
獲
表
さ
れ
る
。

　
聡
午
、
北
緯
二
十
三
度
二
十
四
分
、
東
経
百
十
七
度
四
十
一
分
。

二
月
農
十
幾
B
（
木
）

　
久
し
ぶ
り
で
天
が
晴
れ
、
太
陽
が
現
ば
れ
穴
Q
波
も
お
だ
や
か
。
一
等
食
堂
で

ば
今
夜
船
員
雲
ち
の
演
藝
會
が
催
さ
れ
、
可
な
り
夜
更
け
ま
で
賑
は
し
か
つ
実
。

　
正
午
、
北
緯
二
十
六
度
三
十
三
分
、
東
経
百
二
十
痩
二
十
六
分
。

二
月
譜
十
恕
礒
（
八
釜
）

　
朝
、
舟
山
列
島
の
間
な
船
に
走
ろ
。

　
午
後
四
蒔
上
海
着
。
早
蓮
、
前
田
氏
ビ
森
氏
ぜ
に
迎
へ
ら
れ
㌧
叉
、
圖
ら
す
も

一
等
客
定
し
て
小
泉
氏
夫
妻
が
乗
っ
て
ゐ
ら
れ
ろ
の
な
三
つ
象
Q
・
1
電
q
あ
へ

蓋
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す
窩
働
、
寧
で
吾
々
六
人
ほ
日
本
人
青
年
會
館
に
行
き
、
そ
れ
か
ら
、
更
に
吾
々
ぜ

森
氏
這
の
三
人
だ
け
抵
コ
ン
ノ
ー
ト
路
の
大
西
氏
宅
な
訪
ね
六
〇
皆
々
天
時
友
蓮

ば
か
り
で
あ
る
。

　
夜
八
時
か
ら
自
分
ぱ
日
本
人
青
年
會
館
で
天
丈
熱
心
家
雲
ち
の
忌
め
に
一
場
の

講
演
奄
し
、
後
、
案
内
さ
れ
て
大
西
氏
宅
に
ミ
ま
ろ
。
一
聯
が
最
近
手
に
入
れ

ら
れ
糞
ツ
ァ
イ
ス
製
四
吋
口
蓋
の
ハ
イ
カ
ラ
な
赤
痘
儀
望
土
野
二
見
六
。

二
月
二
噌
八
日
（
土
）

　
朝
、
暫
く
大
西
氏
オ
天
文
に
關
す
ろ
話
し
な
す
る
Q
氏
の
大
め
に
四
吋
望
蓮
鏡

室
の
設
計
や
揚
所
存
定
め
、
又
、
近
刊
の
天
丈
書
潜
一
賢
し
糞
。
十
時
か
ら
ば
森
氏

の
案
囚
で
上
海
の
市
街
所
々
を
見
物
し
、
正
午
に
匡
青
年
會
の
前
田
氏
に
招
か
れ

淋
戸
か
ら
來
遊
中
の
久
留
氏
を
加
へ
、
五
人
で
午
餐
潜
い
糞
ゾ
く
。

　
午
後
一
時
、
上
海
禺
帆
。
一
夜
に
小
泉
氏
ざ
お
そ
く
ま
で
敵
果
旅
行
の
印
象

准
謡
し
合
ふ
。

三
月
閏
日
（
月
）

　
朝
九
時
雫
か
ら
目
本
人
九
名
が
集
ま
っ
て
小
集
會
た
し
、
黒
崎
氏
が
説
教
し
れ

其
の
後
、
小
泉
氏
た
中
心
亡
し
六
パ
レ
ス
チ
ナ
族
行
談
が
あ
っ
糞
。

　
船
ぱ
　
路
鹿
見
島
の
南
奄
指
し
て
進
む
Q
正
午
の
位
麗
、
北
緯
三
十
一
度
六
分

東
経
百
二
十
六
度
四
十
七
分
。
海
面
極
め
て
果
穏
で
あ
る
o
i
午
後
、
森
川
氏

に
案
内
さ
れ
て
、
自
分
ご
英
子
ぜ
ば
船
橋
、
海
圖
篁
、
無
線
電
信
局
、
機
關
室
等

を
見
象
Q

　
京
都
の
川
崎
氏
亡
電
報
の
往
復
潜
す
ろ
。
い
よ
一
口
本
が
近
い
。

罫
月
二
日
（
月
）

　
朝
早
く
鹿
兄
島
の
佐
多
岬
沖
な
過
ぎ
、
土
佐
灘
に
進
む
。
北
風
が
張
く
、
横
波

な
塞
・
げ
、
船
の
ロ
ー
リ
ン
グ
が
可
な
り
あ
っ
象
け
れ
ご
、
船
客
陰
日
い
そ
ー
ピ

上
陸
の
準
備
た
し
て
み
ろ
。

　
正
午
、
北
緯
三
十
一
度
四
十
七
分
、
東
経
百
三
十
二
度
二
十
六
分
。

三
月
三
日
（
火
）

　
朝
六
二
、
船
ぼ
紳
戸
の
和
田
岬
沖
に
到
着
Q
三
三
や
税
關
検
査
な
受
け
て
み
る

問
に
、
、
更
に
進
ん
で
葦
戸
港
第
四
突
堤
に
適
い
糞
。
一
自
分
等
は
多
く
の
親
族

崩
「
友
だ
ち
に
浬
へ
ら
れ
、
上
陸
後
、
　
一
族
館
に
少
憩
其
の
問
に
閑
た
ぬ
す
ん
で
、

三
四

白
一
分
ぱ
森
下
氏
等
の
撹
案
内
で
海
洋
隔
胃
壁
塵
な
訪
開
U
o
川
上
氏
「
に
．
迎
へ
・
り
れ
．
、
十

洗
出
蓮
儀
や
子
午
儀
や
太
陽
分
光
器
な
ご
、
天
丈
部
の
主
要
設
備
た
見
ぜ
て
貰
つ

宏
。　
午
後
二
時
過
ぎ
紳
戸
三
宮
嚢
、
同
四
時
愚
な
つ
か
し
い
京
都
羅
に
着
、
新
城
教

授
な
始
め
、
多
く
の
方
々
に
迎
へ
ら
れ
れ
。

　
前
後
ニ
ケ
雄
牛
に
わ
六
ろ
自
分
等
の
外
遊
も
之
れ
で
全
く
終
り
た
皆
げ
カ
わ
け

で
あ
ろ
。
（
終
）

0
彗
星
畿
見
二
つ

　
十
一
月
十
九
日
、
コ
ン
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
天
丈
露
な
る
二
丈
電
報
中
央
局
か
ら
の

電
報
に
よ
れ
ば
、
去
ろ
十
一
月
十
七
日
十
一
時
三
十
一
分
九
に
米
閣
ヤ
ー
キ
ー
ス

天
丈
蔓
の
ゾ
ン
ビ
ー
ス
プ
ル
ソ
ク
敏
授
に

　
　
赤
継
　
　
十
一
畦
五
山
四
分
一
ニ
ニ
秒
　
　
　
　
　
毎
日
東
へ
　
　
一
回
分

　
　
赤
緯
〃
　
（
北
）
　
三
四
度
五
六
分
　
　
　
　
同
　
南
…
へ
二
日
分

の
所
に
八
等
級
の
「
新
彗
星
た
褒
戯
し
六
亡
い
ふ
。
二
十
日
夜
以
來
、
京
都
で
も

膨
れ
た
朝
皐
く
東
天
に
襯
凝
し
て
ゐ
う
が
、
東
北
方
に
尾
翼
見
ゼ
て
る
る
Q
之
れ

今
年
度
の
第
十
彗
星
で
あ
ろ
Q

　
叉
、
次
い
で
十
「
月
十
入
日
に
ベ
ル
リ
ン
大
學
天
文
蚕
の
車
ル
ク
氏
に

　
　
赤
経
　
十
七
時
　

一
分
三
七
秒
　
　
　
　
｛
母
日
東
へ
十
・
七
分
二
〇
秒

　
　
赤
緯
　
（
北
）
三
五
度
二
八
分
二
〇
秒
　
　
同
　
南
へ
　
ニ
論
語
〇
分

の
所
に
一
新
彗
星
た
幾
日
し
カ
。
光
度
ほ
七
等
。
京
都
大
學
で
1
一
二
十
三
日
の
U

浸
か
ら
一
葦
し
て
み
る
Q
干
れ
が
今
年
度
第
十
一
番
の
彗
星
で
あ
ろ
。

　
右
、
何
れ
も
光
り
が
大
き
く
、
又
、
、
便
利
な
位
置
に
あ
る
か
ら
三
煽
ぐ
ら
み
な

望
蓮
鏡
の
所
有
者
ば
襯
空
し
得
る
だ
ら
う
。

0
中
村
要
氏
　
…
年
志
願
丘
？
、
し
て
野
砲
兵
第
二
＋
二
二
隊
に
勤
務
中
で
あ
っ

れ
同
氏
ば
十
一
月
宋
除
隊
マ
」
な
り
、
大
鷹
天
元
蔓
へ
露
ら
れ
ろ
筈
。


